
専門図書館No.275（2016.1）

－ 16 －

1．はじめに
お茶の水女子大学（以下、「本学」という）は、

前身である東京女子師範学校が1875年に開校し、
2015年11月に創立140周年を迎えた。学生数は約
3,000名、教員数（含附属学校園）約470名、職員数
は約100名で、コンパクトなキャンパスにナーサ
リー（保育施設）から大学院まで幅広い年代が集う、
小規模な総合大学である。

本学では、教育・研究成果や所蔵する貴重な史
資料を保存し、かつ広く世の中に発信することを
目的に、2015年現在、次に挙げる資料の電子化お
よび提供サービスを行っている。
①お茶の水女子大学教育・研究成果コレクション

TeaPot 1 ）（2007年 4 月～）
②お茶の水女子大学E-bookサービス2 ）

（2012年 3 月～）
③電子版貴重資料3 ）（2009年 1 月～）
④お茶の水女子大学デジタルアーカイブズ4 ）

（2009年 1 月～）
これらは本学附属図書館のウェブサイト5 ）から

リンクしており、管理運営は①～③が図書館、④
は歴史資料館が行なっている。本学は小さい組織
で、学術情報・広報担当の副学長が図書館長と歴
史資料館長を兼務し、事務組織は図書館、歴史資
料館、情報基盤の担当職員が図書・情報課に集約
されており、連携がしやすい環境にある。

本稿では、まず背景をMLA連携の観点、およ
び図書館コレクションの守備範囲の観点から概観
する。次に、①～④の各サービスの概略を紹介し、
さいごに今後のさらなるサービス向上を目指した
方向性について述べる。なお、MLA連携とは、
コトバンクによると「博物館（Museum）、図書館

（Library）、文書館（Archives）の間で行われる
種々の連携・協力活動」6 ）のことである。

2．背景
2．1 MLA連携からMALUI連携へ

従来、MLAの各機関は、「それぞれ独自に図書、
モノ、美術品、文書といった「資料」の収集と組
織化をおこない、公共利用の機会を提供してきた。
しかし近年、これらの「資料」はデジタル情報と
して共通に扱われるようになり、ネットワークを
通じ、あるいは知のデータベースとして、同一の
知識基盤のなかで認識」7 ）されるようになってきて
いる。

水嶋8 ）によると、「高度情報化社会に移行した
今日、ネット上に存在する資料情報を検索する人
たちは、もはや博物館・文書館・図書館の壁を意
識せずに入手したい情報を探し求めている」。ま
た、このような状況下で、文化保存機関の使命に
は、次の 3 点が新たに加わったことが述べられて
いる。
（1）未整理の歴史的資料を何らかの形で「情報」

として保存すること（たとえば目録の形で）
（2）今日の文化的事象や歴史的文化財を未来に

伝承していくために記録化・情報化すること
（3）誰もが使いやすい情報として創りだし（デ

ジタル化）、活用できるように文化的情報を
社会的文脈の中に位置づけて積極的に発信し
ていくこと

本学の 4 つのサービスは、上記のうち、（3）を
実現するものと位置づけることができる。

また、MLAを一歩進めて、「地域の文化資源を
すくい取りつつ新たな専門職を養成するプラット
フォーム」として、MALUI 連携という提起もな
されている。MLAに加えて、「重要なアクターと
して「大学（University）」、「産業（Industry）」を
加え、その特性を発揮して良い影響を与えあう丸
い輪になることをイメージして語順を並べ替えた
もの」である9 ）10）。

小さい組織の学内MLA連携から世界のMALUI連携へ
～お茶の水女子大学附属図書館と歴史資料館の取組みのご紹介～
森いづみ、染井千佳、餌取直子（お茶の水女子大学図書・情報課）
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本学の場合、小さい組織であるがゆえに、図書
館と歴史資料館が同一の組織内で運営されており、
組織内の小さいMLA連携を行なっている（Ａに相
当する文書館は、第 7 章で取り上げる）。さらに
それらを内包する大学が、他の文化保存機関との
ネットワークでMALUI連携の一翼を担うことを
目指すという、二重の構造になる。

2．2 図書館コレクションの守備範囲
一方、図書館単独で見た場合は、どこまで手を

広げるのかという疑問もある。その答えは各機関
内でどのような役割分担をしているか、機関とし
ての使命をどう位置づけるかにもよるが、そもそ
も図書館が取扱う資料の範囲が変わってきている
という背景もある。

Dempseyら11）が、図書館のコレクションと収集
の将来について省察したOCLCレポートでは、コ
レクション構築のフレームワークとして、「希少
性」と「管理責任」の高低から、さまざまなコン
テンツを 4 つのカテゴリに分けている（図 1 ）。こ
の図の中では、希少性が高く管理責任が高いコン
テンツ（“High - High”カテゴリ）として、“Local 
History Materials（地域の歴史資料）”や“Archives 
& Manuscripts（文書や手稿）”といった、文書館
や博物館が取り扱うようなものも図書館のコレク
ション構築のフレームワークに入ってきている12）。

3．お茶の水女子大学教育・研究成果コレクション
TeaPot
3．1 概略と利用状況

お茶の水女子大学教育・研究成果コレクション
TeaPot（以下「TeaPot」）とは、本学の教育・研究
成果を恒久的に保存し、インターネットで公開す
ることを目的とした機関リポジトリである。名称
の由来は、本学の名称から「お茶」（Tea）をとり、
ティーポットのように教育・研究成果を注ぎだす
イメージにある。サービスの正式公開は2007年 4
月18日で、現在の登録コンテンツは約36,000点を
超える。2014年度のダウンロード数は923,590回で
あった。

3．2 特色
本学が発行者となっている紀要や報告書、博士

学位論文を搭載している。図 1 に当てはめると、
“High-Low”カテゴリの“Research & Learning 
Materials（研究・教育資料）”や“ePrints/tech 
reports（eプリント／テクニカル・レポート）”、

“H i g h - H i g h” カ テ ゴ リ の“T h e s e s & 
Dissertations（博士学位論文）”などが該当する。

その他、特色あるコレクションとして、文教育
学部芸術・表現行動学科舞踊教育学コースの創作
舞踊公演の動画コンテンツや日本幼稚園協会が発
行する『幼児の教育』を搭載している。『幼児の

図 1
コレクション構築のフレームワーク
：コレクション・グリッド
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教育』は、日本で最初にできた幼稚園である本学
の附属幼稚園とは、1901年の創刊時から深く関連
している。2007年に編集主幹をしていた本学教員
からの相談をきっかけとして、現出版元のフレー
ベル館と協議を進め、2008年、創刊号から刊行後
数年が経過した号までをTeaPotで公開すること
となった13）。

3．3 発見・利用経路
TeaPotのコンテンツは、Goog leやGoog le 

Scholarで検索ができる。また、機関リポジトリ
のコンテンツはOAI-PMHによるメタデータハー
ベスト14）の対象になっており、国内の機関リポジ
トリのメタデータを収集しているJAIRO15）や世界
の機関リポジトリコンテンツを収集している
OAIster16）からハーベストされ、検索されるよう
になっている。また、論文タイプのコンテンツは
JAIRO経由でCiNiiにもメタデータが渡され、CiNii
の検索結果からTeaPotの本文へリンクがたどれる。
さらに、紀要と報告書については、それぞれタイ
トル単位でERDB-JP17）（Electronic Resources 
Database-JAPAN）にも登録している。これによ
り、商用ナレッジベースのベンダーにデータが渡
り、その製品を導入している機関では、ディスカ
バリーサービスやリンクリゾルバからのアクセス
が可能である。

3．4 課題
TeaPotに搭載された主要なコンテンツは紀要

論文や報告書である。オープンアクセスの推進と
いう機関リポジトリ本来の目的に適った学術雑誌
論文（いわゆるグリーン論文）の収集・公開が進ん
でいないことが課題である。

4．お茶の水女子大学E-bookサービス
4．1 概略と利用状況

お茶の水女子大学E-bookサービスとは、本学の
研究・教育成果としての単行本相当の著作を、電
子書籍として無償で公開するサービスである18）。
電子書籍にはISBNを付与し、E-bookサービス専

用のサイトからPDF形式で公開している（一部
EPUBとiBook形式でも公開）。

図 1 に当てはめると、E-bookサービスのコンテ
ンツは、“Low- High”カテゴリに相当する。現在
公開している 6 作品の内訳は、人文学系の大著が
3 作品、プログラミングの講義資料を再構成した
理系の教科書、本学の授業・学習システムの利用
方法を解説した教科書、体重管理のためのカード
教材である。本学の多様な教育・研究内容がよく
表われたラインナップとなっており、大学のブラ
ンド力の向上にも貢献している。

2012年 3 月28日にサービスを開始、現在 6 作品
8 点を公開している。2014年度のダウンロード数
は17,543回であった。

4．2 特色
運営体制は、本学教員等により組織される運営

委員会が出版可否などの重要事項の審議を行い、
実務は図書館が行っている。印刷版を希望する場
合は、「特定非営利活動法人お茶の水学術事業会」
が有償でオンデマンド出版による製本版を販売し
ている。

既存のシステム（TeaPot）を活用し、最小限の
コストで大学の研究・教育成果としての電子書籍
を刊行していることが最大の特色である。商業出
版ベースでは流通させることが難しい教育・研究
成果を広く世の中に発信する仕組みが高く評価さ
れ、2013年度の国立大学図書館協会賞を受賞した。

4．2．1 出版のプロセス
（1）出版を希望する著者が、E-bookサービス

ページから「著作の概要レポート」をダウン
ロードし、必要事項を記載して図書館の担当
者に提出する。

（2）図書館担当者からE-bookサービス運営委
員会に出版可否の審議を依頼する。メール審
議が多い。

（3）委員会で出版の承認が得られたら、著者と
「利用許諾契約」を締結する。
（4）著者から完全原稿をPDFファイルの形式
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で受け取る。図書館では編集機能は持たない
が、ページレイアウトの相談対応や、必要に
応じて専門業者への校正依頼を行なってい
る。

（5）ISBNや奥付等を付与して書籍としての体
裁を整え、TeaPotに登録し、E-bookサービ
ス専用サイトから公開する。

出版希望が寄せられてから実際に公開する期間
はケースによって異なり、著者のペースで執筆が
進められる。

4．2．2 従来の出版モデルとの相違
従来の出版モデルとの相違について、「著者と

の契約内容」、「対価」、「出版物の在庫」、「流通経
路」の 4 つのポイントから見てみる。

著者と本学が締結する「利用許諾契約」の内容
は、「著者が、附属図書館と事業会に著作の利用

（インターネットでの公開、印刷版の販売）を許可
する」ものである。通常の出版契約のように出版
権を出版社に譲渡する契約ではないため、E-book
サービスで公開した著作を、別の出版社から販売
することも可能である。その場合、著者からの申
し出により、E-bookサービスでの公開を取り下げ
ることもできる。

対価については、E-bookサービスの刊行によっ
て著者が原稿料や著作権料を受け取ることはない
が、自費出版のように著者が出版にかかる費用を
負担する必要もない。

出版物の在庫については、印刷版はその都度オ
ンデマンドで有償販売するため、在庫は持たない。

流通経路については、書店経由での流通はない。
ウェブ検索やSNS経由、口コミで発見され、電子
版で利用されるか、あるいは冊子の注文によりピ
ンポイントで読者に届けることになる。

4．3 発見・利用経路
電子書籍として本学OPACやCiNii Booksから検

索できるほか、TeaPotの仕組みを利用しているこ
とから、TeaPotと同様にGoogle、Google Scholar、
OAIsterからも検索できる。また、ERDB-JPにも

登録している。『Javaプログラミング入門』はSNS
での口コミ効果で発見されることが多い。

4．4 課題
E-bookサービス専用サイトは日本語版のみであ

るため、サイトのグローバル化対応が必要である。
また、4.2.1において編集は行なわないと述べたが、
担当者の経験上、ある程度の編集に関する知識が
望まれていると考えられる。

5．電子版貴重資料 
5．1 概略と利用状況

本サービスでは、図書館が所蔵する和算資料コ
レクションと、本学所蔵外邦図コレクションの一
部の電子版を公開している。これらのコレクショ
ンは、保存の観点から、ともに現物の閲覧が困難
な資料群であるため、代替手段として電子化資料
による公開を行なっている。図 1 に当てはめると、

“High- High”カテゴリの“Special Collections（特
別コレクション）”や“Rare Books（貴重図書）”に
相当する。

5．2 特色
5．2．1 和算資料コレクション
「和算」とは、江戸時代に日本で独自に発達した

数学である。本学が所蔵するコレクションは本学
卒業生より寄贈された資料群を中心としており、
68点を電子化して公開している。

和算の歴史を研究している本学数学科教員によ
り、東京湾海堡工事に尽力した西田明則の旧蔵書
が含まれていることが確認され19）、その重要性か
ら、電子化して公開することとなった。現物と電
子版を組み合わせた展示例としては、2015年に歴
史資料館で開催した「創立140周年記念特別展」
において、西田明則自身が書写した『解伏題之法』
の現物を展示するとともに、電子版貴重資料のサ
イトで電子化公開している旨を解説に添え、内容
に興味を持つ来場者への便宜を図った。
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5．2．2 外邦図コレクション
「外邦図」とは、戦前・戦中期に旧日本陸軍参

謀本部・陸地測量部が作成した、日本以外の地域
を対象とした地図を指す。本学のコレクションは、
終戦後、当時の文部省資源科学研究所から購入し
た地図を中心に、東京女子高等師範学校時代に収
集したものや、寄贈などから構成された約13,000
点である。

元は本学地理学教室で所蔵していたが、2010年
3 月、一部を除きほぼすべてが図書館に移管され
た。地理学教室のサイトで公開していた電子版も
図書館のサーバに移設し、「兵要地誌図」74点の
電子データを電子版貴重資料のサイトで公開して
いる。サイトにはコレクションの内容紹介のペー
ジを設け、一部の所蔵地図には解説も掲載してい
る。さらに、コレクションの全体像について地理
学教室の教員らがまとめた論文20）へのリンクを貼
り、このコレクションの意義を明らかにしてい
る。

5．3 発見・利用経路
和算資料については、現物の所蔵情報をOPAC

で検索でき、検索結果のページに電子版へのリン
クを張っている。外邦図については、電子版、現
物ともにOPAC登録はしていない。各地図の二次
情報については、2007年に地理学教室が発行した

『お茶の水女子大学所蔵外邦図目録』の冊子体目
録や、東北大学の「外邦図デジタルアーカイブ」
のウェブサイト21）の検索機能によって確認でき
る。両者とも、Googleからの検索が可能である。

5．4 課題
両コレクションとも専用のビューワを介して公

開している。解像度が高く、部分拡大がしやすい
などの操作性は高いが、印刷、保存が困難である。

和算資料コレクションについては、サイトでリ
ストを公開しているのみで、外邦図コレクション
のような内容説明がない。また、発見・利用経路
が限られている。

6．お茶の水女子大学デジタルアーカイブズ
6．1 概略と利用状況

お茶の水女子大学デジタルアーカイブズとは、
本学出身の女性研究者に関わる資料や、本学校史
に関わる資料を電子化し、広く一般に公開してい
るウェブサービスである22）。文部科学省特別教育
研究経費「女性が進出できる新しい研究分野の開
拓」（2007年度～2010年度）によって構築された。
図 1 に当てはめると、“High- High”カテゴリの、

“Local History Materials（ここでは大学の歴史資
料）”を取り扱っているという位置づけになる。

コンテンツは大きく 3 部門に分けられる。
（1）女性研究者名鑑

本学出身の代表的女性研究者の名鑑
（2）お茶大の歩み

本学の沿革を年表としてまとめたもの
（3）大学の資料

本学所蔵資料のデジタル化コンテンツ
公開の基準は、東京女子高等師範学校時代の

1952年以前に作成されたものである。
ウェブサイト上では、解像度の低い画像を公開

している。大容量の画像をサーバに置くことによ
るネットワークへの負荷を避けるための配慮と、
私的利用以外の動向を掴むためである。高精細な
画像の提供は、申請ベースのサービスとして行な
っている。2014年度は52件の利用申請を受けた。
調査・研究目的の利用のほか、各種メディアでの
利用がある。

6．2 特色
（1）女性研究者名鑑に関連して、現在、保井コ

ノ・黒田チカ・辻村みちよ・湯浅年子の 4 名を
取り上げている。 4 名の資料は2014年に歴史資
料館に移管される以前は本学ジェンダー研究セ
ンターが所蔵しており、資料目録が作成されて
いる。このうち、湯浅をのぞく 3 名の目録は、
TeaPotで全文公開している。

（2）大学の資料は、本学の学校史に関わる資料を
電子化し、公開している。コンテンツは、写真
資料（卒業写真・卒業記念帖・行事写真・学校
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生活・附属校園・絵葉書）、美術工芸、書跡、
シャム国留学生、教育資料、大学史資料、広開
土王碑拓本にカテゴリ分けされている。この他
刊行物として、学校史、学報・校報、同窓会関
係などがある。

学校史については、本学百年史をTeaPotで
全文公開しており、リンクがある。またTeaPot
で動画を公開出来ることから、東京女子高等師
範学校新校舎落成祝賀会記録フィルム（1936年、
大塚移転後に行われた祝賀会）を公開し、リン
クを置いている。

写真・刊行物・動画・モノ資料と、多岐に渡
る資料を一括して公開していることが特徴であ
るが、これについては後述のように課題も残る。

図 2　デジタルアーカイブズ公開画面

6．3 発見・利用経路
デジタルアーカイブズのコンテンツは、図書館

ウェブサイトサーバに搭載され、Googleで個々の
コンテンツを検索することができる。サイト内の
検索もGoogleを活用しているが、年代や所蔵者を
限定しての絞り込みなど、きめ細やかな検索は出
来ない。また、単純に文字列で検索するため、各
コンテンツの説明ページに記載されている他の画
像へのナビゲートも検索対象となり、検索意図と
は異なる資料がヒットしてしまう。例えば、特定

の教官名で検索した場合、『卒業記念帖』で前後
にあたる教官のデータまでヒットする。

6．4 課題
課題としては第一に、検索機能の不便さがある。

大学・附属学校園全てを一括で調べる場合、絞り
込みができず不便である。コンテンツごとのペー
ジで公開しているメタデータ項目が限定的である
ため、「幼稚園」等の旧蔵者での絞込検索が必ず
しも機能しない。発見性の向上のためには、ウェ
ブサイトに掲載して検索はGoogleに頼るという状
況から、データをオープン化しやすいプラットフ
ォームへの乗換えが必要である。

第二に、大学の資料のカテゴリ区分が、増加す
る公開資料に対応しきれない点が挙げられる。現
在、附属幼稚園旧蔵教育資料は「教育資料」に分
類されており、絵葉書「東京女子高等師範学校附
属幼稚園のお庭」（1935年頃）は「写真資料（絵葉
書）」に置かれている。Googleで「幼稚園」で検
索すればともにヒットするが、カテゴリが分かれ
ているため、特定のコンテンツにたどり着くには
大学資料に対するある程度の知識が要求される。

第三に、所蔵資料の多様性に、デジタルアーカ
イブズの公開機能が対応しきれていない点がある。
先に述べたように、先駆的女性研究者の資料から、
写真・刊行物・動画・モノ資料まで、多岐に渡る
資料を一括して管理・公開しているため、公開メ
タデータ項目に不足が生じている。この点につい
ては、次章で今後に向けた改善策を紹介する。

7．今後に向けて
7．1 学内MLA連携に向けて

インターネット時代のMLA連携の目的につい
て、入江は次のように述べている。「MLA連携に
より、文化資産や知をインターネット世界に複製
し、それを基盤として、インターネットの情報を
豊かにしていくための構造を構築する一方、イン
ターネット上の情報の信頼性を現実の資料で補完
していく仕組みを作ることが、資料を所蔵する
MLAの責務である」23）。
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本学が提供する 4 つのサービスは、それぞれ課
題はあるものの、図書館（L）と歴史資料館（M）に
よって「文化資産や知をインターネット世界に複
製し、インターネットの情報を豊かにしていく」
という機能が果たせている。一方で、大学文書館

（A）としての機能は十分ではない状況である。今
後は、「公文書等の管理に関する法律」に基づき、

「国立公文書館に類する機能を有する施設」の認
定を受けられるよう整備を進め、文化保存（発信）
機関としての機能を強化することが課題となって
いる。

7．2 世界のMALUI連携に向けて
吉見俊哉研究室のウェブサイト24）によると、

MALUI連携の意義は次のように述べられている。
「デジタル技術は活字と視聴覚を架橋し、これま
で多様な方式で蓄積されてきた文化的記憶を統合
的に扱う。こうした技術的可能性にいち早く着目
し、新たな記憶のプラットフォームを構築してき
たのは、グーグルをはじめとするグローバル企業
である。（中略）やがて地球規模で広がる新たな知
識循環型社会における文化資源の保存と活用、価
値の創造のサイクルを支えていくのは、これまで
公共的な文化施設として整備されてきた図書館、
博物館・美術館、文書館・資料館、フィルムセン
ター、番組アーカイブなどの機関と大学、この新
たな体制に適応した文化産業の横断的な連携、す
なわちMALUI連携である」。

本学のサービスはインターネット上で公開した
ことで、Google等の検索エンジンで発見できるた
め、情報の受け手が私的に利用する範囲において
はある程度の環境が整っていると言える。しかし
ながら、本学が「知識循環型社会における文化資
源の保存と活用、価値の創造のサイクルを支えて
いく」という責務を果たすためには、情報の送り
手としてもう一歩踏み込んで、次の二つの課題を
解決することが望まれる。

第一は、本学の教育研究成果や貴重なコレクシ
ョンを、本学のブランドを冠してより幅広く効果
的に国内外に発信するために、「お茶の水女子大

学」のコレクションとして、トータルに見せられ
る環境を構築するということである。

第二は、電子版貴重資料およびデジタルアーカ
イブズの発見・利用経路を充実させることである。
専門的な利用にも資するために必要充分なメタデ
ータが付与でき、世界標準規格でのデータ流通が
可能なプラットフォームへの乗換えを行なうべく、
検討に着手したところである。2016年は、大学に
続いて附属幼稚園が創立140周年を迎える。これ
を機に、新たなチャレンジとして、本学の「幼稚
園資料」に含まれる書籍、モノ、文書を同一のメ
タデータで記述したデータベースを作成する取組
みが始まった。現在、MLAの各分野から専門家が
参集し、作業を進めている。また、附属小学校の
前身である東京女子高等師範学校附属国民学校に
おける集団疎開の、絵日記の電子化・公開を英国
マンチェスター大学との連携で計画している25）。

小さい組織の学内MLA連携から世界のMALUI
連携へ。本学は、世界規模で進むデータのオープ
ン化において、その役割の一端を担いたいと考え
ている。そして、本学の小さな取組みが、読者の
皆さまにとって次の展開を考える一助になれば、
大変幸いである。
（もり いづみ）（そめい ちか）（えとり なおこ）
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小さい組織の学内MLA連携から世界のMALUI連携へ
～お茶の水女子大学附属図書館と歴史資料館の取組みのご紹介～
森いづみ、染井千佳、餌取直子（お茶の水女子大学図書・情報課）

お茶の水女子大学では、本学の教育・研究成果や所蔵する貴重な史資料を保存し、かつ広く世
の中に発信することを目的に、4つのサービスを提供している。本稿は、MLA連携と図書館コレ
クションの守備範囲の観点から背景を概観したうえで、本学の各サービスの概略を紹介し、特色、
課題について述べる。さいごにMALUI連携の観点から、今後のさらなるサービス向上を目指し
た方向性について述べる。
































































